
《学校教育目標》
つよく おおきく たくましく

ともに高め合う
萬歳っ子の育成

長かった夏休みも終わり、子ども達は元気に登校してきました。この夏休みは、気候の変動が激し
かったように思います。夏休みの半ばくらいまでは安定した暑さが続き、水不足まで心配されました
が、休みの後半に入ってからは、台風が数多く発生し、北日本に大きな被害をもたらしました。
９月に入ってからも、暑い日もありましたが、これから学習や運動などに最適な季節になってきま

す。二学期もご支援ご協力の程、よろしくお願いいたします。

【校長室より】

ひたむきさ
９月１５日（木）に授業の自由参観を実施しま

長い夏休みが終わり、また学校に元気な萬歳 した。夏休み明けの子ども達の授業等の様子を見
っ子が戻ってきました。夏休みの４０日間で一 ていただくとともに、学校の様子の一端をご理解
回りも二回りも大きく成長した子どもたちを目 いただきたく実施しているものです。
の当たりにし、頼もしさを感じました。 子ども達も１時間目のはじめの頃は、緊張して
さて、今年の夏は、オリンピックイヤーとい いる様子もありましたが、時間が経つにつれ、い

うことで、様々なスポーツ観戦をとおして、た つもと変わらない様子で
くさんの感動をもらいました。日本人選手の活 授業に臨んでいたようで
躍に一喜一憂しながら、勝っても負けてもその す。１時間だけの授業参
姿にたくさんの人々 観では、見られない一面
が感動を覚えました。 を参観することができた
人は、なぜそこに感 のではないかと思いま
動するのでしょう す。
か？何が人の心の琴 担任もふだんよりは、ちょっぴり多めの教材研
線に触れるのでしょ 究をして授業に臨みました。各クラスとも、わか
うか？そんなことを りやすく、楽しい授業になるように努めていると
考えてみたときに、一つの答えとして、人間の ころです。まだまだ不十分な面も多々あったかと
ひたむきさがあげられます。 思います。これからも授業改善に努めていきたい
つらい練習をして積み重ねてきた成果を、全 と考えておりますので、お気づきの点がありまし

力で出し切ろうとする姿。勝負の結果がほぼわ たらお知らせいただけると幸いです。
かっていても、最後の最後まであきらめない姿。 また、今回の自由参観
苦しいけれど仲間のために、必死になってがん では、各クラスとも道徳
ばる姿。このような場面に出会ったとき、わた の授業を参観できるよう
したちは、スポーツに限らず感動するのではな にしました。現在の教育
いでしょうか。 で「生きる力」の育成が
目標をもち、努力を 求められており、その根

惜しまず、夢を追い続 幹をなすものの一つが道
ける姿は美しく、人々 徳教育だと思います。
に感動を与えます。萬 子ども達に必要とされる道徳性とは、美しいも
歳小学校の子どもたち のや自然に感動する心、正義感や公正を重んじる
も、オリンピックやパ 心、生命を大切にし、人権を尊重する心、他人を
ラリンピックに出場し 思いやる心や社会貢献の精神などととらえること
た選手のように、目標に向かって努力（挑戦） ができるかと思います。
する子になってほしいことを、２学期始業式で これらの道徳性の育成は、学校の教育活動全体
話しました。萬歳っ子がこれからの学校生活を を通じて行うものですが、道徳の時間がその中心
どのように過ごしていくか楽しみにしていま となります。これまで経験・体験してきたことを
す。引き続き、保護者、地域の皆様のご支援を 道徳の時間にじっくり考え、自らの道徳性を高め
よろしくお願いいたします。 て行けるような授業を目指していきたいと思って

校長：木村 仁 います。ご多忙の中、ご参観いただきましてあり
がとうございました。



これはＡＮＡの皆様が「業務概要の紹介やその
一部を模擬体験することを通じて、世界の人々に
「夢」と「感動」を届ける航空会社の仕事を身近
に感じ、仕事の楽しさや素晴らしさとともに、チ
ームワークの重要性なども子ども達に感じてもら
えるような職業教育の機会としても活用してもら
う」ことを目的にＡＮＡ航空教室を開催してくだ
さいました。
主な体験学習として

「機内サービス」「機体
誘導」「ライフベスト」 水泳学習前後の２５Ｍの記録をおってみると今
体験などを行いました。 年の水泳学習のはじめは、３年生から６年生まで
はじめは制服姿で４ の児童４６名のうち１７名が２５Ｍを泳げたのに

０名近くのＡＮＡの皆 対し、夏休みの最終の記録では、３２名が２５Ｍ
様を前に緊張気味だっ 泳げるようになりました。２５Ｍの通過率が３７
た子ども達も、さまざまな体験学習を行ったり飲 ％から７０％に向上しました。３年生以上の児童
み物をごちそうになったりするうちに緊張もほぐ の７割が一応泳げる段階に到達したわけです。
れ、自由体験では積 ３年生から６年生まで学年別におってみると、
極的にいろいろなコ ５０％、６０％、７７％、９０％と学年が進むに
ーナーに行き、疑似 つれて泳力が向上しているのが見て取れます。
体験をすることがで 今年の水泳学習は、天候にも恵まれ、子ども達
きました。 の頑張りによって成果を挙げることができまし
一昔前であれば、 た。ご協力ありがとうございました。

あこがれの職業のト
ップであったパイロ
ット、スチュワーデ
ス（今はキャビンアテンダント）ですが、今日見 旭市教育委員会主催により通学合宿が行われま
てもやっぱり格好いい職業だと思いました。また、した。これは「子どもたちが親元を離れて、異学
整備や誘導など様々な人達の支えによって飛行機 年同士で集団生活することにより、自主性や協調
が安全に運航されていることを理解したようです。性、社会性を養うととも
海外に手軽に行けるようになった現在、外国で職 に、自分と家族の関係を
についている萬歳っ子が何人もでるのではないで 見つめる機会とする。」こ
しょうか。国際化の時代を象徴するような貴重な とを主な目的として行わ
体験ができました。 れたものです。

この通学合宿は、千葉
県のみならず、全国的に
実施されている社会教育
事業の一つで地域のそれぞれの特色を生かしなが

学校だよりの５ ら実施されているものです。
月号で取り上げた 本年度は、萬歳小からは９名の児童が参加し、
ように今年の体力 干潟中学校で机を並べる中和小、古城小の児童や
向上の課題の一つ ボランティアの大学生と交流を深めてきました。
に水泳があります。
昨年度は、天候不
順で水に入れない
日が多く、満足の 運動会のない９月は空白の月
いく成果を挙げる になるのかと思いきや第３週は、地域子ども教室、
ことができません 自由参観日、ＡＮＡ航空教室、と毎日のように行
でした。そこで、今年は、１学期の授業における 事等が入り、充実した時期となりました。月末に
水泳の学習の機会を昨年度より多く設けました。 は修学旅行が予定されています。
また、１学期末から夏休みのはじめの頃は、比較 体験から学ぶことが重要視されています。子ど
的安定した天候だったことも幸いして、プールに も達が教室の中では学び得ないことを貴重な体験
入る回数も十分確保できました。 から学んで欲しいと願っています。
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２５Ｍ以上泳げるようになった割合の変化
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